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３．受賞評価のポイント

本研究業績は、大豆の低収の一因がフタスジヒメハムシ幼虫の根粒食害にあることを大規模な
現地調査で明らかにし、播種同時施薬による低コスト防除技術を開発することで収量改善技術と
して普及につなげたもので、明確な問題設定と体系的な取り組みが功を奏した点が評価できる。
本成果は、同様の被害のある地域への技術導入が進むことが期待される。

主な業績

愛知県においては、大豆は水田転作の主作物であり農家経営の大きな柱となっているが、反収

が全国平均より２割程度低く、営農現場からは低収の要因を解明して、収量を改善することが求

められていた。

本研究では、まず、実際に大豆が栽培されている数百に及ぶ農家圃場を継続的に調査して、大

豆低収の一因が、フタスジヒメハムシの根粒食害であることを明らかにした。つぎに、その対策

技術として、播種と同時に種子の近傍に施薬する「播種溝条施」技術を開発した。そして、本技

術によって、フタスジヒメハムシの発生が抑制され、増収することを複数の農家圃場実験で確認

した。

本技術は、低コストで容易に導入が可能であり、増収の効果が確実に認められることから、愛

知県では2000haにまで急速に普及が拡大している。今後は、愛知県のみならず、同様の摂食被害

が見られる各地域に広く普及することが期待されている。

本研究は、低収要因の調査分析から改善技術の開発まで、一貫して現場においてコストと実用

性を評価基準とし、農家および関係機関と一体的に研究を進めることによって、対策技術が迅速

に普及しえることを実証したものであり、作物の栽培研究を普及・実用化に迅速に繋げるための

新たな切り口を示したものである。
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技術的成果

実施効果

収量品質改善技術の開発 簡易かつ効果的な防除技術を開発

薬剤は播種機に付属する施肥装置を利用して省力的かつ効果的に播種溝に条施できる

地力の低い地域で安定した収量を得るためにはフタスジヒメハムシ防除が必要

大豆は水田転作の主作物であり、農家経営の大きな柱となっている

大規模営農による転作大豆の収量水準が低く、低収要因の解明が求められている

大規模な現地実態調査

研究速度を高め実用性を確保

被害の実態と開発技術の効果が現場で農家に直接
評価され、開発した防除技術は急速に普及している

本研究成果の急速な普及拡大は、現場解決型研究が
作物栽培研究分野の画期的な手法であることを証明
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作物の栽培分野における合理的研究手法
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薬剤薬剤種子種子

播種溝に条施播種溝に条施


